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竹
内
楊
園
編

『
嬰
鳴
集
』
に
つ
い
て

一

近
世
後
期
の
漢
詩
選
集
に
は
、
た
と
え
ば
市
河
寛
斎
、
柏
木
如
亭
、
大
窪

詩
仏
、
菊
池
五
山
の
詩
を
収
め
る

『今
四
家
絶
句
』
（梁
川
星
巌
等
編
集
、

文
化
十
二
年
、　
一
八

一
五
刊
）
の
よ
う
に
当
時

一
級
の
有
名
詩
人
の
作
品
を

集
め
た
も
の
に
対
し
、
文
学
史
に
名
を
留
め
な
い
無
名
の
詩
人
の
作
を
含
め

広
く
集
め
た
も
の
も
多
く
存
す
る
。
そ
の
収
録
範
囲
の
広
さ
に
よ
り
、
後
者

の
選
集
の
方
が
む
し
ろ
前
者
の
選
集
よ
り
も
当
時
の
詩
壇
の
状
況
を
よ
く
伝

え
る
資
料
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
稿
者
も
こ
れ
ま
で
に
文
化
文
政
年
間
の

『近
人
小
詩
』
、
『今
人
詩
英
』
や
嘉
水ヽ
安
政
年
間
の

『同
人
集
』
、
ま
た
万
延

文
久
年
間
の

『近
世
名
家
詩
妙
』
、
『近
世
詩
林
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と

が
あ
る
。

本
稿
で
は
安
政
年
間
末
か
ら
幕
末
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
竹
内
楊
園
編

『
喫
鳴
集
』
に
つ
い
て
同
様
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
『嘆
鳴
集
』
は
安
政
六

年

（
一
八
五
九
）
の
初
編
を
嗜
矢
と
し
て
、
慶
応
三
年
の
第
九
集
に
至
る
ま

鷲

原

知

良

で
全
十
冊

（第
六
集
の
み
二
冊
）
が
上
梓
さ
れ
た
。
見
返
し
及
び
柱
題
に
は
、

最
初
の

一
冊
が

「嘆
鳴
集
初
編
」、
以
下
の
九
冊
は

「喫
鳴
第
○
集
」
と
刻

さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
こ
の
標
題
に
従
い
記
述
す
る
。
見
返
し
の
刊
記
に

よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冊
の
刊
行
年
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
夏
　
初
編

万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
七
月
　
一
一集

。
三
集

（見
返
し
は
二
冊
共
通
）

文
久
元
年

（
一
八
六

一
）
七
月
　
四
集

・
五
集

（同
板
の
見
返
し
）

慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
十
月
　
エハ
集

（丁
の
数
字
は
通
番
）

慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
九
月
　
七
集

・
八
集

（見
返
し
は
二
冊
共
通
）

慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
七
月
　
九
集

二

・
三
、
四

・
五
、
七

・
八
集
は
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
実
質
的
に
は
全
六
編
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
計
三
編
六
冊
が
刊
行
さ
れ

た
大
沼
枕
山
編
の

『
同
人
集
』
を
凌
ぎ
、
近
世
後
期
の
漢
詩
選
集
の
中
で
も

『
嬰
鳴
集
』
が
最
も
大
部
の
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
喫
鳴
集
』
と
そ
の
編
者
竹
内
楊
園
に
つ
い
て
、
従
来
の
文
学
史
は
殆
ど



言
及
し
て
こ
な
か

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
。
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
２

九

八
三
～
五
年
、
岩
波
書
店
）
、
近
藤
春
雄

『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』
２

九
八

五
年
、
明
治
書
院
）
等
に
も
、
楊
園
及
び

『
嬰
鳴
集
』
に
関
す
る

一
片
の
記

述
も
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
よ
う
や
く
比
較
的
近
年
に
至
り
郷
土
史
の
面

か
ら
楊
園
に
つ
い
て
の
詳
し
い
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
石
丸
和
雄
氏
の

「
竹

内
楊
園
に
つ
い
て
」
∩
伊
予
史
談
」
２８８
～
２９０
号
、　
一
九
九
二
年

一
。
四

・
七

月
）
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
精
力
的
な
研
究
で
あ
り
、
稿
者
は
楊
園
の
伝
記
に

関
し
て
現
時
点
で
こ
れ
に
付
け
加
え
る
べ
き
材
料
を
持
た
な
い
。
た
だ
、
石

丸
氏
の
論
考
は
楊
園
の
評
伝
を
主
体
と
し
て
い
る
た
め
、
『
暖
鳴
集
』
の
解

説
に
つ
い
て
は
若
干
補

っ
て
指
摘
す
べ
き
事
項
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿

で
は
以
下
そ
の
点
を
中
心
に
述
べ
た
い
。

ま
ず
、
竹
内
楊
園
の
事
績
に
つ
い
て
、
石
丸
氏
の
論
考
に
拠
り

つ
つ
略
述

し
て
お
く
。
文
政
十

一
年

（
一
八
二
八
）
頃

（石
丸
氏
に
よ
る
推
定
で

一
、

二
年
の
誤
差
が
あ
り
え
る
と
い
う
）
に
伊
予
西
条
に
生
ま
れ
た
楊
園
は
、
十

二
歳
前
後
で
江
戸

へ
出
て
林
家
に
学
び
、
や
が
て
食
客
と
し
て
関
東
各
地
を

遊
歴
し
た
後
、
河
内
丹
南
藩
儒
に
迎
え
ら
れ
る
。
丹
南
藩
は
関
東
に
領
地
を

有
し
て
い
た
の
で
、
楊
園
は
主
に
江
戸
に
住
み
詩
壇
に
も
名
を
馳
せ

『
畷
鳴

集
』
を
陸
続
と
板
行
し
た
。
そ
の
後
、
藩
儒
を
辞
し
て
浪
人
の
身
と
な
り
、

慶
応
三
年
に
至

っ
て
越
後
椎
谷
藩
に
召
さ
れ
る
が
、
明
治
元
年
、
彰
義
隊
に

連
座
し
た
こ
と
に
よ
り
斬
殺
さ
れ
、
四
十

一
歳
の
生
涯
を
終
え
た
と
い
う
。

こ
の
楊
園
の
終
焉
に
つ
い
て
は
依
田
学
海
の

『学
海
日
録
』
の
記
事
に
よ
り

知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

楊
園
の

『
喫
鳴
集
』
以
外
の
編
著
に
は
、
『
東
毛
復
讐
始
末
』
、
『
西
省
集
』
、

『
今
英
霊
集
』
な
ど
が
あ
る
が
、
楊
園
個
人
の
詩
集
は
、
伊
予
帰
省
の
折
の

作
を
ま
と
め
た

『
西
省
集
』
の
み
で
あ
る
。
石
丸
氏
は
、
幕
末
期
の
他
の
漢

詩
選
集
の
類
に
楊
園
の
詩
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
も
併
せ
て
、
漢
詩
実
作
者

と
し
て
の
詩
壇
で
の
地
位
は
低
か

っ
た
か
と
推
察
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
楊
園
の
最
大
の
事
績
が

『
喫
鳴
集
』
の
編
集
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

二

さ
て
、
稿
者
は
こ
れ
ま
で

『
同
人
集
』
等
の
近
世
後
期
の
漢
詩
選
集
に
つ

い
て
、
収
録
さ
れ
る
詩
体
に
注
目
し
て
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

七
言
絶
句
等
の
近
体
詩
に
限
定
せ
ず
、
長
編
の
詩
を
も
成
し
得
る
古
体
詩
が

含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
が
、
選
集
の
性
格
を
捉
え
る
際
に

一
つ
の
重
要
な
指

標
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
古
体
詩
が
必
ず
し
も
近
体
詩
よ

り
優
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
有
名
有
力
詩
人
は
各
々
長
短
は
あ
れ
、

古
体
も
近
体
も
成
し
得
る
の
に
対
し
、
七
絶
等
の
近
体
の
み
し
か
作
る
力
の

な
い
詩
人
も
多
く
存
在
す
る
の
が
、
こ
の
時
期
の
詩
壇
の
実
況
で
あ

っ
た
か

ら
で
あ
る
。

以
下
、
『
嬰
鳴
集
』
に
つ
い
て
も
同
様
に
収
録
作
品
の
詩
体
に
関
し
て
考

察
し
た
い
。
石
丸
氏
は
、
『
暖
鳴
集
』
第
二
集
以
後
に
お
い
て
は
、
古
賀
精

里
、
菊
池
五
山
、
篠
崎
松
竹
、
中
島
椋
隠
な
ど
物
故
詩
人
の
作
品
を
収
録
し

な
く
な

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
暖
鳴
第
二
集
』
以
後
に
お
い
て
は
物
故
詩
人
の
作
品
を
利
用
し
な
く

な
り
、
ま
た
当
代
有
名
詩
人
の
作
品
の
掲
載
も
減
少
し
て
、
も

っ
ぱ
ら



楊
園
と
交
流
す
る
範
囲
内
の
先
輩
知
人
門
弟
の
作
を
主
と
す
る
よ
う
に

な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
嘆
鳴
」
の
本
義
に
か
な

っ
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
翁
伊
予
史
談
」
２８９
号
）

『
詩
経
』
小
雅
の

「伐
木
」
に
拠
り
交
友
の
意
を
示
す

「
暖
鳴
」
の
語
を

冠
し
た
標
題
に
、
二
集
以
後
は
よ
り
適

っ
た
詩
集
に
な

っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
初
編
か
ら
二
集

へ
の
変
化
に
加
え
て
、
第
二
集
以
後
で
は
古
体
詩

が
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二

集
に
添
え
ら
れ
た
楊
園
の
例
言
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

去
年
、
既
に
初
集
を
刊
す
。
軽
挙
歯
芥
、
腰
を
嘘
む
も
及
ば
ず
。
因
て

今
、
第
二
第
二
集
を
刊
す
る
に
、
大
沼
枕
山
、
鷲
津
毅
堂
に
請
ひ
て
之

を
正
す
。
庶
幾
く
は
、
前
日
の
失
を
免
れ
ん
こ
と
を
。
更
に
圏
点
を
加

へ
て
以
て
読
者
の
心
目
を
諮
く
。
亦
二
兄
の
力
な
り
。
（原
漢
文
）

こ
れ
に
よ
り
、
二
集
三
集

で
は

『
嬰
鳴
集
』
編
集

の
際

に
、
大
沼
枕
山

（
一
八

一
八
～

一
八
九

一
）
と
鷲
津
毅
堂

（
一
八
二
五
～

一
八
八
二
）
の
二

家
の
助
力
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
枕
山
と
毅
堂
は
従
兄
弟
関
係
に
あ
り
、

両
者
の
評
伝
は
永
井
荷
風
の

『
下
谷
叢
話
』
に
詳
し
い
。
両
者
と
も
に

『
曜

鳴
集
』
二
集
と
同
じ
く
万
延
元
年
刊
行
の
植
村
慮
洲

。
真
下
晩
松
編

『
六
名

家
詩
妙
』
に

一
巻
を
充
て
て
作
品
が
収
め
ら
れ
、
当
時
の
漢
詩
壇
を
代
表
す

る
詩
人
で
あ

っ
た
。
枕
山
が
特
に
古
体
を
重
視
し
た
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
定

評
で
あ
り
、
毅
堂
も
ま
た

『
六
名
家
詩
妙
』
に
少
な
か
ら
ぬ
割
合
で
古
体
詩

を
選
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

『
嬰
鳴
集
』
に
古
体
が
収
録
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
に
も
、
二
家
に
影
響
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
『
嬰
鳴
集
』
に
寄
せ
ら
れ
た
序
跛
や
題
詞
等
の

一
覧
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
て
も
枕
山
と
毅
堂
が
深
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

初
集

〈序
〉
堤
静
斉
　
〈跛
〉
鷲
津
毅
堂

二
集

〈序
〉
大
沼
枕
山

。
小
橋
橘
陰
　
〈跛
〉
依
田
学
海

三
集

〈序
〉
鷲
津
毅
堂

・
川
田
劉

四
集

〈序
〉
大
槻
磐
渓

。
三
島
桐
南
　
〈題
詞
〉
川
田
甕
江

・
堤
静
斉

〈跛
〉
八
木
南
台

五
集

〈序
〉
佐
藤
牧
山

・
春
田
九
皐
　
〈跛
〉
長
谷
川
昆
渓

六
集

〈序
〉
大
沼
枕
山

・
小
林
畏
堂

〈題
詞
〉
鷲
津
毅
堂

・
佐
藤
牧
山

・
植
村
直
洲

。
赤
松
玄
民

・
小
橋
橘
陰

。
中
田
鴎
隣
　
〈跛
〉
棚
谷
鳳
陽

七
集

〈序
〉
菊
池
三
渓

〈題
詞
〉
大
沼
枕
山

。
中
村
湘
東

。
関
雪
江

・
棚
谷
鳳
陽

八
集

〈序
〉
佐
藤
牧
山

。
小
南
嶺
南

〈題
詞
〉
長
谷
川
昆
渓

・
松
田
聴
松

・
鈴
木
松
塘

九
集

〈序
〉
大
沼
枕
山

〈題
詞
〉
佐
藤
牧
山

・
小
林
畏
堂

。
服
部
随
庵

。
関
雪
江

・
村
井
楽
所

。
菊
池
三
渓

。
植
村
面
洲

ま
た
、
『
暇
鳴
集
』
第
二
集
に
は

「
増
刻
」
部
分
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
含

ま
れ
る
七
家
十
三
首
の
う
ち
三
首
が
古
体
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
に
掲
げ
る

一
覧
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

『
嬰
鳴
集
』
で
は
、
詩
集
の
顔
と
も
言
う
べ
き
巻

頭
の
詩
家
の
作
に
古
体
詩
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
二
集
以
後
で
は
五
集

を
除
く
す
べ
て
の
冊
の
第

一
作
が
古
体
詩
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か



ら
も
第
二
集
か
ら
採
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
古
体
詩
を
重
視
す
る
傾
向
が
う

か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『嬰
鳴
集
』
全
九
集
に
は
、
序
跛
に
お
け
る
題
詞
等
を
除
い
た
本
文
部
分

に
限
る
と
、
延
べ
八
百
七
十
九
名
の
詩
人
の
千
四
百
二
十
八
首
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
複
数
の
集
に
重
ね
て
収
録
さ
れ
る
詩
人
も
あ
る
の
で
、
実

際
の
収
録
詩
家
数
は
六
百
七
十
九
名
に
な
る
。
そ
の
う
ち
古
体
詩
を
採
ら
れ

る
詩
人
の
数
は
六
十
六
名
で
、
詩
篇
の
合
計
数
は
八
十
五
首
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
数
字
は
、
以
前
に
考
察
し
た
大
沼
枕
山
の

『同
人
集
』
が
千
百
七
十
三

首
の
う
ち
六
十
首
が
古
体
で
あ
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
り
、
約
二
十
首

に

一
首
が
古
体
と
い
う
計
算
に
な
る
。
「
同
人
集
』
約
五

。
一
％

『嘆
鳴

集
』
約
六

・
〇
％
）
ま
た
、
古
体
を
採
ら
れ
る
詩
家
の
全
体
に
占
め
る
割
合

も
、
四
百
九
十
七
名
の
う
ち
五
十

一
名
の

『同
人
集
』
と
近
く
、
ほ
ぼ
十
人

に
一
人
で
あ
る
。
合
同
人
集
』
約

一
〇

・
三
％

『嬰
鳴
集
』
約
九

・
七
％
）

『
嬰
鳴
集
』
初
編
が
古
体
を
収
め
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
二
集
以
後
の

『
喫
鳴
集
』
方
が
若
千
高
い
割
合
で
古
体
を
収
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

結
局
の
所
、
古
体
詩
を
製
作
す
る
力
量
を
備
え
た
詩
人
と
い
う
の
は
、
あ

る
程
度
限
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
有
名
無
名
の
詩
家
を
多
数
収
録
す
る

『同
人
集
』
と

『
暖
鳴
集
』
が
古
体
詩
の
割
合
に
お
い
て
近
似
し
た
値
を
示

す
の
は
、
む
し
ろ
自
然
な
結
果
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
枕
山
等

が
楊
園
の

『
嬰
鳴
集
』
編
集
に
助
力
し
た
結
果
と
し
て
、
そ
の
詩
人
の
作
品

に
古
体
詩
の
あ
る
場
合
は
積
極
的
に
そ
れ
を
採
録
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

以
下
は

『
喫
鳴
集
』
に
収
録
さ
れ
る
古
体
詩
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

枕
山
の

『同
人
集
』
と
共
通
し
て
古
体
詩
を
採
ら
れ
る
詩
人
は
、
鈴
木
松
塘
、

鷲
津
毅
堂
、
大
槻
磐
渓
、
佐
藤
牧
山
、
植
村
董
洲
、
長
谷
川
昆
渓
、
関
雪
江
、

横
山
湖
山
の
八
名
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
個
人
の
詩
集
を
刊
行
す
る
程
度
に

詩
人
と
し
て
後
世
に
名
を
遺
し
て
お
り
、
先
後
輩
も
し
く
は
門
人
と
し
て
枕

山
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も

『喫
鳴
集
』

編
集
へ
の
枕
山
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

「曜
鳴
集
』
古
体
詩

一
覧

○
印
は
巻
頭
の
詩
人

（六
集
の
加
藤
霞
石
は
二
冊
目
）

●
印
は

『同
人
集
』
に
も
古
体
詩
を
採
録
さ
れ
る
詩
人

二
集

○
斎
藤
拙
堂
　
　
寄
題
大
石
氏
故
宅
桜
花

・
七
古

庄
原
笙
域
　
　
甲
越
歌

・
七
古

高
井
鴻
山
　
　
七
月
十
五
日
詣
祥
雲
寺
展
墓
有
感

・
七
古

鈴
木
蓼
処
　
　
過
新
田
左
将
公
戦
没
処
感
而
有
作

・
七
古

鈴
木
松
塘
●
　
同
子
闇
牡
丹
花
下
分
韻
賦
詩
適
高
木
抑
斎
携
酒
至
遂
大

酔
子
闇
酔
中
詩
先
成
酔
後
時
其
韻

・
七
古

川
田
甕
江
　
　
題
銀
猫
投
児
図

・
七
古

鷲
津
毅
堂
●
　
梅
鶴
高
士
図

・
七
古

釈
　
密
乗
　
　
謝
人
贈
横
榔
石

・
七
古



釈
　
清
泉

不
破
不
言

赤
松
桐
陰

浅
田
栗
園

三
集

○
大
槻
磐
渓
●

三
島
桐
南

後
藤
松
陰

星
野
洵
堂

広
瀬
旭
荘

小
原
鉄
心

富
田
鴎
処

斎
藤
誠
軒

平
井
漕
斎

頼
　
支
峰

保
岡
近
仙

佐
田
水
竹

嵩
　
春
斎

森
　
春
濤

横
山
徳
渓

柴
田
肇
庵

小
橋
橘
陰

鴬
児
歌
贈
祖
牛
道
人

・
七
古

春
柳

・
七
古

閏
七
月
望
同
鼎
斎
先
生
及
諸
子
墨
水
賞
月
遂
飲
川
口
楼

得
墨
字

・
五
古

蒙
古
入
冦
図

・
七
古

趙
雲

・
七
古

鉄
鉱
欧
己
肉
図

・
七
古

読
書
有
感

・
五
古

神
辺
駅
過
廉
塾

・
七
古

池
立
馬
市

・
七
古

雑
言
二
首

・
五
古

囚
虜
詠
梅
図

・
七
古

繰
糸
詞

・
七
古

丹
霞
山
歌
送
青
木
惟
高
帰
省
南
予

・
七
古

観
先
君
子
画
横
空
盤
硬
図

・
七
古

韓
世
忠
騎
瞳
図

・
七
古

松
本
先
生
墓
下
作

・
七
古

展
寒
緑
松
本
先
生
墓
有
作
次
佐
田
脩
平
韻

・
七
古

除
夕
戯
作

・
七
古

名
和
公

・
七
古

贈
千
葉
曲
江

・
七
古

寒
夜
偶
感

・
五
古

山
崎
桃
曖
　
　
春
霧

・
五
古

四
集

○
佐
藤
牧
山
●
　
渡
矢
口
川

・
七
古

宮
原
蒼
雪
　
　
桜
化
石

・
七
古

植
村
慮
洲
●
　
狸
狸
図

・
七
古

余
語
桜
軒
　
　
猿
捉
月
図

・
七
古

巌
井
白
湾
　
　
碓
氷
嶺

・
七
古

巌
井
孜
堂
　
　
一翌
ハ
臣
伝

・
七
古

巌
井
鼓
山
　
　
紀
屠
者
殺
伶
優
事

・
五
古

沢
田
静
脩
　
　
寄
松
祝
執
政
熊
崎
翁
七
十
及
其
婦
人
六
十
寿

・
七
古

稲
波
蘭
苑
　
　
夜
坐

・
五
古

長
谷
川
昆
渓
●
開
春
記
事

・
七
古

三
島
桐
南
　
　
撼
山
易

・
七
古

釈
　
了
英
　
　
我
有
美
酒
行

・
七
古

釈
　
純
剛
　
　
打
水
詞

・
七
古

高
井
鴻
山
　
　
殺
蠅
菌

・
七
古

高
井
鴻
山
　
　
好
頭
頸
擬
古
楽
府

・
七
古

関
　
雪
江
●
　
八
雲
琴
歌
贈
能
連
師

・
七
古

五
集

加
藤
掬
語
　
　
題
所
蔵
小
予
山
石

・
五
古

平
井
東
堂
　
　
味
虎

・
七
古

本
沢
虚
堂
　
　
起
苗
泉

・
七
古

依
田
学
海
　
　
箭
口
津
謁
新
田
神
君
祠

・
五
古



馬
島
杏
雨
　
　
中貝
梅

・
五
古

小
橋
橘
陰
　
　
観
磐
渓
翠
圧
合
作
山
水
図
歌

・
七
古

釈
　
密
乗
　
　
謝
蘭
晩
贈
黎
杖

・
五
古

六
集

○
菊
池
三
渓
　
　
苦
吟
十
韻

・
五
古

横
山
湖
山
●
　
題
群
盲
評
古
器
図

・
七
古

落
合
竜
知
　
　
出
塞

・
五
古

佐
藤
牧
山
●
　
観
谷
文
晃
画
竜
図
引

・
七
古

山
田
梅
東
　
　
儀
衛
恭
紀
六
韻
詩

・
五
古

吉
田
東
海
　
　
題
東
岳
画
酔
軒
道
人
納
涼
図

・
七
古

○
加
藤
霞
石
　
　
余
曽
獲

一
奇
石
於
里
中
之
予
山
以
其
形
似
焉
命
日
小
予

山
賦
古
風

一
篇
以
記
之

・
五
古

加
藤
殿
峰
　
　
山
水
歌
簡
春
木
南
涙
翁
兼
賀
七
十

一
・
七
古

七
集

○
植
村
慮
洲
●
　
千
年
菫
歌

・
七
古

遠
田
種
菜
　
　
開
櫨
話
旧

・
五
古

遠
田
種
菜
　
　
題
雪
夜
徴
行
図

・
七
古

田
　
小
舟
　
　
子
房
捧
履
図

・
七
古

佐
藤
蕉
鷹
　
　
詠
史

・
五
古

佐
藤
蕉
麿
　
　
和
淵
明
飲
酒

・
五
古

大
槻
泰
嶺
　
　
甲
子
歳
紀
事

・
七
古

巌
本
琴
城
　
　
酔
後
記
感

・
五
古

八
集

○
鈴
木
松
塘
●
　
備
後
二
郎
題
詩
桜
樹
図

・
七
古

巌
本
琴
城
　
　
題
項
王
泣
虞
図

・
五
古

棚
谷
善
庵
　
　
一証
史
偶
感

・
七
古

松
下
松
陰
　
　
望
海
作

・
七
古

松
下
松
陰
　
　
味
史

・
七
古

小
島
晋
斎
　
　
題
林
院
読
書
図

・
七
古

湯
川
奎
州
　
　
有
人

・
五
古

九
集

○
田
　
小
舟
　
　
江
都
震

・
七
古

棚
谷
善
庵
　
　
観
太
神
楽
歌

・
七
古

横
山
湖
山
●
　
題
竜
虎
二
図
同
高
津
青
斎
高
井
鴻
山
作

・
七
古

松
下
松
陰
　
　
一
三
電
争
玉
図

・
七
古

松
下
松
陰
　
　
夢
与
英
国
船
戦

・
七
古

大
槻
磐
渓
●
　
或
読
此
詩
有
異
議
因
取
其
意
更
作

一
篇

・
五
古

赤
松
桐
陰
　
　
送
田
中
求
三
帰
信
州

・
五
古

北
沢
冠
岳
　
　
到
芸
洲
途
中
時
元
治
紀
元
臓
月

・
五
古

さ
て
、
『
喫
鳴
集
』
収
録

の
古
体
詩
に
つ
い
て
見
る
と
、
詠
史
や
題
画
の

作
が
比
較
的
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
古
体
詩
の
題
材
と
し
て

一

般
的
な
傾
向
に
沿

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
諸
国
巷
間
の
風
物
を
詠

じ
る
に
事
寄
せ
て
時
弊
を
諷
す
る
、
白
居
易
の
新
楽
府
等
に
倣
う
古
体
詩
も

散
見
さ
れ
る
。
東
海
道
知
鯉
鮒
宿
の
馬
市
を
詠
じ
た
広
瀬
旭
荘
の

「
池
立
馬

市
」
舎
一集
）
、
信
州
小
布
施

の
毒
茸
を
詠
じ
た
高
井
鴻
山

の

「
殺
蠅
菌
」

（
四
集
）
、
早
害
を
救

っ
た
湧
泉
を
詠
じ
た
本
沢
虚
堂
の

「
起
苗
泉
」
（五
集
）



等
で
あ
る
。

後
者
の
よ
う
な
題
材
が
大
沼
枕
山
の
作
風
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、

以
前
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
、
七
集
の
巻
頭
に
所
収
の
植

村
薦
洲

「
千
年
五
歌
」
は
興
味
深
い
作
品
と
い
え
る
。
「千
年
菫
」
は
万
年

青
の
別
称
で
あ
り
、
幕
末
期
江
戸
市
中
の
民
に
甚
だ
賞
翫
さ
れ
利
殖
の
手
段

と
も
な

っ
た
た
め
、
嘉
永
年
間
に
は
禁
令
が
出
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
枕
山
は

こ
の
こ
と
を
三
十
四
句
の
七
言
古
詩
に
詠
じ
て
い
る
。

昨
日
官
家
俄
に
令
を
下
す

其
の
尤
な
る
者
を
罪
し
て
価
太
だ
軽
じ

富
家
望
を
失
ひ
諸
市
に
売
る

花
戸
色
温
し
て
品
評
を
厭
ふ

昨
日
貴
重
な
る
に
今
日
賎
し

覆
雨
翻
雲
は
世
上
の
情
な
り

翁
枕
山
詩
妙
二
編
』
上
、
第
二
十
五
～
三
十
句
）

薦
洲
は
枕
山
の
門
人
の
中
で
最
も
大
成
し
た
詩
人
の

一
人
で
あ
り
、
天
保

元
年

（
一
八
三
〇
）
生
ま
れ
で
楊
園
と
は
同
世
代
で
あ
る
。
前
述
の

『
六
名

家
詩
妙
』
の
編
集
に
も
加
わ
り
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
に
は
自
作
四
百

首
余
り
を
収
め
る

『
慮
洲
詩
妙
』
三
巻
も
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
面
洲
が

『
暇
鳴
集
』
に
寄
せ
た

「
千
年
五
歌
」
は
枕
山
と
同
じ
く
三
十
四
句
の
七
言

古
詩
で
あ
る
。
同
じ
韻
は
用
い
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
薗
洲
は
枕
山
の
詩

を
踏
ま
え
て
詠
じ
た
可
能
性
が
高
い
。

丹
実
金
と
化
し
貧
は
福
に
転
ず

片
葉
誰
か
瞑
せ
ん
百
鉛
の
習

龍
断
独
り
私
す
種
樹
の
翁

奇
貨
多
く
居
く
朽
貫
の
屋

国
を
富
す
る
に
術
無
く
腐
儒
は
常
に
貧
じ

芸
葉
の
壼
長
く
積
に
蔵
す

（第
二
十
九
～
三
十
四
句
）

こ
の
産
洲
の
詩
を

『
暖
鳴
集
』
に
入
れ
る
に
際
し
て
枕
山
の
関
与
が
あ

っ

た
こ
と
を
証
す
る
資
料
は
見
出
し
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
間
接
的
な
影
響

は
認
め
ら
れ
よ
う
。
枕
山
自
身
の
作
は

『
曖
鳴
集
』
三
集
以
後
は
本
文
に
現

れ
ず
、
題
詞
の
詩
の
み
を
寄
せ
て
い
る
。
自
ら
は
既
に
詩
壇
の

一
盟
主
と
し

て

『
嬰
鳴
集
』
の
よ
う
な
選
集

へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は

一
歩
引
き
、
蔵
洲
等

の
後
生
に
託
す
る
姿
勢
で
あ

っ
た
と
も
う
か
が
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
後
に

述
べ
る
よ
う
に

『
嘆
鳴
集
』
に
は
無
名
詩
人
が
刊
行
の
出
資
者
と
な
り
自
ら

の
詩
を
掲
載
す
る
側
面
も
あ
る
が
、　
一
方
で
は
読
者
の
興
味
を
得
る
作
品
を

掲
載
し
て
、
詩
集
と
し
て
の
平
衡
を
と
る
必
要
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
か
ら
薦
洲
ほ
ど
の
格
の
詩
人
に
は
、
あ
る
程
度
の
重
み
を
持

っ
た
作
品

が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
千
年
菫
歌
」
は
そ
の
端
的
な
例
と

目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四

次
に
無
名
詩
人
の
作
品
の
収
録
に
関
す
る
事
例
か
ら
、
『
嘆
鳴
集
』
の
性

格
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
『
暖
鳴
集
』
は
す
べ
て

「臥
雲
楼
蔵
版
」
、
す

な
わ
ち
楊
園
の
私
家
版
の
形
で
刊
行
さ
れ
た
詩
集
で
あ
る
。
こ
れ
は
石
丸
氏

の
推
察
に
よ
る
と
、
収
録
さ
れ
た
詩
家
か
ら
の
出
資
で
採
算
が
と
れ
た
た
め



で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

田
舎
の
無
名
詩
人
た
ち
は
い
く
ら
作
詩
に
励
ん
で
も
そ
の
作
品
が
印
刷

さ
れ
て
公
刊
さ
れ
る
機
会
は
絶
無
と
い
っ
て
も
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
楊

園
の
傘
下
に
入
れ
ば
、
江
戸
で
発
行
さ
れ
る
立
派
な
詩
集
の
中
に
己
れ

の
作
品
が
お
さ
ま
る
の
で
あ

っ
て
、
定
め
し
名
誉
あ
る
こ
と
と
受
け
取

ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
翁
伊
予
史
談
」
２８９
号
）

こ
う
し
た

『
喫
鳴
集
』
の
性
格
は
、
詩
集
と
詩
話
と
い
う
形
態
の
違
い
こ

そ
あ
れ
、
文
化
文
政
期
に
菊
池
五
山
が
陸
続
と
刊
行
し
た

『
五
山
堂
詩
話
』

と
似
通
う
も
の
で
あ
る
。
無
名
詩
人
の
作
を

『
五
山
堂
詩
話
』
に
取
り
上
げ

る
際
に
、
五
山
が
相
応
の

「
入
集
料
」
を
作
者
か
ら
得
て
い
た
こ
と
は
、
揖

斐
高
氏
の

一
連
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

稿
者
も
別
の
点
で
、
『
嘆
鳴
集
』
が

『
五
山
堂
詩
話
』
と
同
様
の
性
格
を

示
し
て
い
る
事
例
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
揖
斐
高
氏
は

「
化
政
期
詩
壇
と

批
評
家
―

『
五
山
堂
詩
話
』
論
―
」
翁
文
学
」

一
九
七
五
年
七
月
号
）
に
お

い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
ケ
ー
ス

（投
稿
）
の
中
で
目
に
つ
く
の
は
、
物
故
し
た
詩
人
の
詩

を
友
人
縁
者
な
ど
が
追
福
の
た
め
に
五
山
に
採
用
を
依
頼
し
た
例
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
遺
稿
集
を
刊
行
す
る
ほ
ど
の
詩
人
で
は
な
く
、

ま
た
そ
の
資
力
も
な
い
と
い
う
場
合
だ
が
、
『詩
話
』
の
巻
六
あ
た
り

か
ら
次
第
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は

『
詩

話
』
の
権
威
が
詩
壇
に
お
い
て
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
と
平
行
し
て

増
加
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（括
弧
内
稿
者
注
）

具
体
的
に
は
、
『
五
山
堂
詩
話
』
の
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
該
当
し
よ
う
。

山
本
清
渓
、　
一
詩
冊
を
投
示
し
て
曰
く
、
「亡
姪
、
名
は
正
剛
、
字
は

士
毅
、
筒
渓
と
号
す
。
幼
よ
り
詩
を
嗜
み
、
蕪
詞
堆
を
成
す
。
中
年
下

世
し
詩
多
く
散
失
す
。
其
の
存
す
る
者
僅
僅
此
に
止
る
。　
一
片
の
心
血
、

吾
、
埋
没
す
る
に
忍
び
ず
。
先
生
、
幸
に
為
に
之
を
存
せ
よ
」
と
。
余
、

其
を
録
す
。
（巻
六
、
原
漢
文
）

履
斎
来
た
り
て
其
の
亡
友
小
田
生
の
詩
を
示
し
て
曰
く
、
「生
、
名
は

邦
之
、
瀑
山
と
号
す
。
勢
の
釜
生
田
の
人
。
零
丁
孤
苦
し
郷
を
去
り
て

都
下
某
の
商
家
に
給
事
す
。
清
謹
力
を
颯
す
。
少
間
に
は
則
ち
端
座
し

て
書
を
読
み
、
又
来
た
り
て
贄
を
吾
が
善
庵
先
生
に
執
る
。
既
に
し
て

自
ら
謂
ら
く
、
コ
［
が
先
は
士
た
り
。
我
、
商
と
為
る
こ
と
を
恥
づ
』

と
。
幡
然
と
し
て
業
を
改
め
、
文
芸
を
以
て
自
ら
奮
は
ん
と
欲
す
。
嵯

哉
、
生
、
而
立
に
二
を
少
く
る
に
病
ん
で
客
舎
に
死
す
。
実
に
今
歳
十

一
月
十
四
日
な
り
。
筐
中
遺
す
所
、
詩
文
若
干
篇
、
別
に
雑
記

一
巻
有

り
。
其
の
中
、
自
戒
の
語
多
く
、
是
れ
以
て
其
の
人
と
な
り
を
見
る
に

足
る
な
り
。
充

（履
斎
）、
其
の
志
を
悲
し
み
、
又
草
亡
木
卒
を
惜
じ

む
。
幸
い
に
此
の
詩
を
収
む
る
を
見
る
。
長
く
姓
名
を
留
む
れ
ば
、
則

ち
以
て
一
片
の
石
に
当

つ
べ
し
」
と
。
余
、
特
に
履
斎
の
山
陽
の
情
に

深
き
を
嘉
し
、
即
ち
其
の
請
に
因
て
之
を
録
す
。
（巻
七
、
原
漢
文
、

括
弧
内
稿
者
注
）

そ
し
て
、
『
喫
鳴
集
』
第
二
集
に

「附
録
」
と
し
て
収
載
さ
れ
た
山
崎
桃

模
の
詩
が
、
こ
れ
と
同
様
の
ケ
ー
ス
に
当
た
る
。

余
、
既
に
此
の
集
を
刻
す
る
に
友
人
黒
田
子
友
書
を
寄
せ
て
曰
く
、

「吾
が
友
、
武
陵
の
山
崎
翁
、
国
学
を
以
て
世
に
鳴
る
。
其
の
子
、
子



温
、
天
質
温
厚
に
し
て
頗
る
俊
才
有
り
。
好
く
書
を
読
み
、
又
画
を
善

く
す
。
嘗
て
余
に
従
ひ
て
遊
び
、
余
、
之
に
勧
め
て
詩
を
作
ら
し
む
。

子
温
、
乃
ち
断
朝
夕
詩
に
従
事
し
、
才
藻
日
進
す
。
余
、
其
の
他
日
成

立
有
ら
ん
を
望
む
な
り
。
而
し
て
去
歳
、
安
政
戊
午
冬
病
没
す
。
年
十

七
な
り
。
鳴
呼
苗
に
し
て
秀
で
ざ
る
こ
と
哀
れ
な
る
哉
。
翁
、
泣
き
て

余
に
謂
て
曰
く
、
『我
が
児
、
不
幸
に
し
て
早
没
し
、
以
て
世
に
顕
る

無
し
。
幸
い
詩
数
十
首
有
り
。
若
じ
風
を
宋
る
有
ら
ば
、
収
録
し
以
て

不
朽
に
伝
ふ
を
得
ん
。
亦
以
て
我
が
悲
を
慰
む
に
足
れ
り
』
と
。
余
、

之
を
諾
し
、
其
の
尤
な
る
者
若
千
首
を
撰
し
以
て
篠

つ
。
頃
、
聞
く
足

下
嘆
鳴
集
を
撰
す
る
を
。
若
し
此
の
詩
を
以
て
巻
に
附
す
る
を
賜
ら
ば
、

唯
に
翁
の
喜
の
み
な
ら
ず
、
亦
、
余
の
喜
な
り
」
と
。
余
、
既
に
子
友

の
嘱
を
重
ん
じ
、
又
、
子
温
の
才
に
し
て
早
夭
す
る
を
傷
み
、
義
、
背

く
に
忍
び
ず
。
故
に
之
を
後
に
附
す
る
と
云
ふ
。
（原
漢
文
）

知
友
を
介
し
て
夭
折
し
た
詩
人
の
遺
作
に
め
ぐ
り
会

っ
た
と
い
う
措
辞
も
、

あ
た
か
も

『
五
山
堂
詩
話
』
の
振
み
に
倣
お
う
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

夙
に
石
丸
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
嬰
鳴
集
』
は
清
人
念
曲
園
の

『東
涙

詩
選
』
の
選
定
資
料
に
用
い
ら
れ
た
。
『東
減
詩
選
』
は
、
近
代
の
新
聞

・

出
版
事
業
の
先
駆
者
で
あ
る
岸
田
吟
香
が
、
日
本
漢
詩
を
中
国
に
紹
介
す
る

目
的
で
蘇
州
の
念
曲
園
に
日
本
人
の
漢
詩
集
を
届
け
選
定
を
依
頼
し
た
も
の

で
、
明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
頃

（清
朝
の
光
緒
九
年
）
に
成
立
、
清
版

が
刊
行
さ
れ
た
。
『東
瀬
詩
選
』
に
は
出
処
の
詩
集
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
に

『
喫
鳴
集
』
と
後
印
の

『今
世
名
家
詩
選
』
も
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
楊
園
編
の
選
集
か
ら

『東
減
詩
選
』
に
は
九
十

九
人
の
詩
人
の
百
三
十
首
が
選
ば
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
う
ち
十
六

首
が
古
体
詩
で
あ
る
。
『
暖
鳴
集
』
の
全
詩
篇
か
ら
お
よ
そ

一
割
の
詩
が
選

ば
れ
て
い
る
が
、
古
体
詩
に
関
し
て
は
三
割
近
く
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
も
と
よ
り
、
熊
曲
園
の
選
定
が
詩
篇
の
評
価
の
唯

一
絶
対
的
な
基
準

で
は
あ
り
え
な
い
が
、
中
国
の
碩
学
の
鑑
識
眼
に
お
い
て
も
古
体
詩
へ
の
評

価
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

『東
涼
詩
選
』
が
名
家
大
家
の
作
の
み
で
な
く
、
広
く
日
本
の
詩
人
の
詠

を
収
め
る
詩
集
と
成
り
得
た
の
に
は

『嘆
鳴
集
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き

か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
山
崎
桃
嘆
の
詩
は
、
『
喫
鳴
集
』
に
古
体

一

首
を
含
む
計
二
十
首
が
収
め
ら
れ
、
う
ち
七
首
が

『東
滅
詩
選
』
に
選
ば
れ

て
い
る
。
た
だ
し
曲
園
は
桃
嘆
の
古
体
は
採
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
『喫
鳴
集
』
の
存
在
な
く
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
別
集
の
刊
行

さ
れ
な
い
レ
ベ
ル
の
詩
人
の
多
く
は
、
名
前
さ
え
記
録
さ
れ
な
い
ま
ま
埋
も

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
の
み
を
も
っ
て
も
、
楊
園

が

『
喫
鳴
集
』
を
編
集
刊
行
し
た
こ
と
は
、
重
要
か
つ
看
過
す
べ
き
で
な
い
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に

『暖
鳴
集
』
は
従
来
の
文
学
史
に
お
い
て
全
く
顧
み

ら
れ
ず
、
漢
詩
文
研
究
者
で
さ
え
も
言
及
す
る
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
た
書
物

で
あ
る
。
向
後
の
近
世
後
期
漢
詩
研
究
に
お
い
て
は
、
楊
園
研
究
に
関
す
る

石
丸
氏
の
功
績
を
踏
ま
え
て
、
幕
末
漢
詩
壇
の
状
況
に
お
け
る

『
曖
鳴
集
』

の
存
在
を
適
正
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。

本
稿
で

『
五
山
堂
詩
話
』
や

『
同
人
集
』
な
ど
先
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
漢
詩

関
係
の
書
物
と
関
連
し
て

『
暖
鳴
集
』
を
考
察
し
た
こ
と
が
、
そ
の
一
階
梯

と
な
る
べ
く
、
さ
ら
に
同
時
期
の
選
集
類
を
含
め
た
精
査
を
進
め
た
い
。



注（１
）

そ
れ
ぞ
れ
拙
稿

「
『五
山
堂
詩
話
』
と
化
政
期
の
漢
詩
選
集
」
令
江
戸
文

学
」
２４
　
一
一〇
〇

一
年

一
一
月
）、
「大
沼
枕
山
選
評

『同
人
集
』
に
つ
い

て
」
翁
和
漢
比
較
文
学
」
１６
　
一
九
九
六
年
二
月
）、
「万
延
二
年

（文
久
元

年
）
刊

『近
世
名
家
詩
妙
』
と

『近
世
詩
林
』
に
つ
い
て
」
令
上
方
文
藝
研

究
」
２
　
一
一〇
〇
五
年
五
月
）

（２
）

『
嘆
鳴
集
』
に
は
、
「増
刻
」、
「附
録
」
等
と
記
し
て
収
録
詩
を
追
加
し
た

冊
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
で
は

「甲
本
」
に
は

増
補
部
分
が
な
く
、
「乙
本
」
に
は
あ
る
。
他
の
機
関
の
所
蔵
本
も
管
見
の

限
り
増
補
部
分
の
有
無
に
よ
る
二
種
類
に
別
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は

増
補
後
の
本
を
考
察
対
象
と
す
る
。
な
お
、
『嘆
鳴
集
』
六
～
九
集
の
板
木

を
流
用
し
た

『今
世
名
家
詩
選
』
四
巻
が
明
治
期
に
入
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い

Ｚ
つ
。

（３
）

石
丸
氏
の
論
文
に
は
七
百
三
十
四
名

（延
べ
九
百
十
七
名
）
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
第
九
集
末
尾
の
人
名
総
覧
に
よ
り
、
序
跛
者
や
画
人
書
家
も
含
め
て

数
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
増
補
部
分
の
算
入
に
関
し
て
誤
差
が
生

じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（４
）

拙
稿

「江
戸
後
期
の
日
本
漢
詩
に
お
け
る
白
居
易
受
容
―
大
沼
枕
山

・
村

上
仏
山
を
中
心
に
―
」
今
日
本
文
化
學
報
」
１４
　
一
一〇
〇
二
年
）

（５
）

後
印
の

『今
世
名
家
詩
選
』
は

「東
京
日
本
橋
通

一
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵

衛
」
ほ
か
東
京
、
大
阪
、
京
都
三
府
の
書
算
十
軒
の
名
を
奥
付
に
記
す
。
日

付
や

「官
許
」
等
の
文
字
は
刻
さ
れ
て
い
な
い
。

（６
）

『
日
本
詩
史
　
五
山
堂
詩
話
』
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
６５
　
一
九
九

一
年
、

岩
波
書
店
）
の
揖
斐
高
氏
の
解
説
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
。

（７
）

石
丸
氏
は
こ
の

「武
陵
山
崎
翁
」
を
山
崎
美
成
か
と
推
察
す
る
が
、
美
成

の
没
年
安
政
三
年
を
文
久
と
錯
誤
し
て
お
り
、
美
成
は
桃
曖
の
没
し
た
安
政

戊
午

（五
年
）
よ
り
先
に
没
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
説
に
は
首
肯
し
が
た
い
。

（８
）

『東
滅
詩
選
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
『東
濠
詩
選
』
２

九
八

一
年
、
汲

古
書
院
）
の
佐
野
正
巳
氏
の
解
題
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
。

―
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師
―


